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たじりれきしかん・あい　    　　　　　
田尻歴史館・愛らんどハウス

（旧谷口房蔵吉見別邸）

本殿（正面）

所在地：堺市北三国ヶ丘町 2-2-1
最寄駅：南海高野線堺東駅より徒歩東へ 5 分
TEL：072-232-1216

堺

　南海高野線の堺東駅東側には、緑の木々
で覆われ小山のように見える反正陵があり都
会の貴重な潤いの空間を作り出している。そ
の北に面するように方違神社があり、「ほうち
がいさん」と呼ばれ市民に親しまれている。
　昔この地は百舌鳥耳原又は石津原と称し、
摂津住吉郡・河内丹治比郡・和泉大鳥郡の
三国の境界なるゆえに、三国丘と称し、こ
の三国の境で何処の国にも属さない、又方
位の無い清地であると言う考え方に依りそ
の境内の御土と菰の葉にて作られた粽（ち
まき）は、悪い方位を祓うという信仰を以っ
て方災除の神として広く知られるようになっ
た。
　神社の沿革は明らかではないが平治元年

（1189 年）関白藤原基実による皇居修理の
ための祈願があり社殿造営がなされたとい
う。御祭神は八十天万魂神、素盞鳴命、三

筒男大神、息気長足姫命の神々をお祭りし
ており皇室、公家、武家などから崇敬を得
ただけでなく庶民の信仰も盛んであった。
　本殿は享保 7 年の火災により消失したよう
で、明治 28 年の絵図には、向拝付の拝殿と
両下造の幣殿、切妻造妻入の本殿が描かれ
ており権現造の形態をしていたようである。
　現在の社殿は昭和 24 年に和泉市の男之
宇刀神社本殿を移築したもので 3 間社流造
となっている。建立年代は明らかではない
が、細部様式から享保の頃のものとみられ
ている。
　本殿の裏側に廻ると色鮮やかに装飾が施
された妻飾りを見ることが出来る。これらは
和泉地方から和歌山県の中世から近世初頭
の本殿によく見られる特色であり、和泉地
方の伝統の根強さをよく示している。

（西本朋功）

所在地：泉南郡田尻町大字吉見 1101-1
最寄駅：南海本線吉見ノ里駅下車、北へ徒歩 5 分
開館時間：9：00 〜 18：00　休館日：水曜日
入館料：無料
TEL：072-465-0045

いずみ野

　田尻歴史館は、大阪合同紡績を明治33年に
起こすなど、明治大正期を通じて関西の綿紡
績業界で活躍した谷口房蔵氏が、大正11年に
谷口綿布工場（大正6年竣工）に隣接して、その
宿泊所を兼ねた別邸として建てられたもので、
昭和19年からは大阪機工が昭和43年からは個
人が所有し、長年に亘り良好に保全されていた
ものを平成5年に町が取得したものである。
　敷地面積は約3800㎡で、門、洋館、和館、茶
室、土蔵3棟などが配され、松林の庭園と共に
別邸当時の構えを良く留めている。
　主要部の設計は片岡建築事務所で、主に担
当したのは洋館にみる意欲的なデザインから
後に安井建築事務所の創設者となる安井武雄
氏とみられている。
　洋館の構造規模等は、煉瓦蔵2階建て延べ
面積が約350㎡、小屋組みは木造トラス組で屋
根は銅板葺き寄棟造となっている。外壁はタイ

ル張りで諸室にはふんだんにステンドグラスが
用いられている。意匠的にはドイツのユーゲン
トシュティールの影響を窺わせるもので、大正
中期の西洋館として実に優れた建築物であると
いえる。この洋館の2階には4畳の前室をもつ8
畳座敷があり、ここから短い廊下で西の和館に
通じている。
　和館は、1階に8畳と台目4畳の仏間、2階に6
畳を備えるもので、一見地味な座敷構成と見ら
れるが、用材及び仕事は優れて良質である。ま
た洋館の南に茶室もある。
　田尻歴史館は、平成8年に国の登録文化財に
指定され、また、平成17年には大阪府の有形文
化財にも指定されている。現在は指定管理者
制度のもと民間企業が洋館をカフェ等に使用す
るなど有効に活用されており、南大阪を代表す
る大正時代の名建築であり、地域の貴重な歴
史的遺産であるといえる。　　 （平塚隆史）
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みしま野
島本町・高槻市・茨木市・摂津市

北河内
枚方市・交野市・寝屋川市・守口市・四條畷市
門真市・大東市

堺
堺市・高石市

いずみ野
和泉市・泉大津市・忠岡町・岸和田市・貝塚市
熊取町・泉佐野市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町




